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[ 研究概要 ]
　インターネットに代表される情報通信ネットワークで実際に発生している様々な脅威の観測、詳細分析を行

い、そのメカニズムを明らかにし、対策を導出することで、安心・安全な情報社会を実現することを目指し、研究

を行っています。 

　そのため、国内外の研究機関と協力し、不正アクセスやウイルス検体等の実データ収集・共有を進め(独立行

政法人情報通信研究機構とのデータ共有を進めています)、ネットワーク攻撃やウイルスの解析を行っていま

す。

■ 相談に応じられるテーマ
マルウェア解析・対策全般

ネットワーク監視・侵入検知技術

■ 主な所属学会
電子情報通信学会

情報処理学会
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[アドバンテージ]
　前職にて広域ネットワークモニタリングおよびマルウェア

解析を行う最先端分析システム構築に関する国家プロジェ

クトに中心メンバとして関わり、トラヒック分析、ネットワーク

攻撃検知、マルウェア解析技術に精通しています。

[事例紹介]
・  マルウェアを実際に実行してその挙動を解析するマルウェア

動的解析システムの構築

・  大規模ネットワークモニタリングおよびマルウェア解析シス

テムの構築
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